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1. はじめに 

 河川の水質はその多様な降雨流出経路を反映していると考えられる．このため，流域内の降雨流出過程と流

出水の水質変動の関係を調べた研究は多い．しかし，降雨流出過程を反映した高時間分解能の河川水質データ

はあまり存在しない．流域内の降雨流出過程の同定方法は未だ研究途上であるものの，Yokoo et al. (2017) は

流出成分の減衰時定数を利用して河川流量を成分分離した上で各成分の雨水貯留量と流出量の関係を同定し，

降雨流出モデルを河川流量データのみから構築する一連の手法を開発している．また，Kirchner et al. (2013) が

7 時間間隔の水質データを利用して降雨流出過程の河川の水質変動の関係を報告して以来，高時間分解能の河

川水質データの測定・利用が増えており，著者らの研究グループでも毎時の水質データの測定・利用を続けて

いる．そこで本研究は流域内の水と物質の動態の正確な理解を目指して，Yokoo et al. (2017) の手法で同定し

た流域内の主要な降雨流出過程と毎時の河川水質の測定結果の関係を検討し，主要な降雨流出過程と河川水

質の関係を明らかにすることを目的とした． 

2. 方法 

 本研究は，福島県を流れる阿武隈川水系荒川流域の支流である東鴉川流域を対象とし，2017 年 10 月 1 日か

ら 2019 年 9 月 30 日までの 2 年間の毎時の流量データおよび水質データして解析を行った．まず，流量データ

の逓減特性を利用したフィルター分離法 (Hino and Hasebe, 1984)によって流量データを成分分離した上で，

Yokoo et al. (2017) の手法で主要な降雨流出過程を逆推定・モデリングした．次に，多項目水質計 (EXO-2, YSI 

Nanotech 社製) を用いて測定した河川水質データを，Hino and Hasebe (1984) のフィルター分離法で成分分離

した．解析した水質項目は水温 (Water temperature: Tw)，電気伝導度 (Specific electric conductivity: SpEC)，濁度 

(Turbidity: Turb)，蛍光溶存有機物 (fluorescence Dissolved Organic Matter: fDOM)の 4 項目であり，これらと同定

した主要な降雨流出過程の関係を成分別に調べた． 

3. 結果 

 図-1は東鴉川水位観測所における流量の成分分離結果である．フィルター分離に用いた逓減時定数 (Tc) の

値が大きい順に q4から q1までの 4 成分に分離し，q1を表面流，q4を基底流とした．図-2 は，SEC の逆数の成

分分離結果である．図-2は測定した SEC の成分分離結果である．成分分離する際に変動特性より軸を反転さ

せた上で，流量の成分分離と同じように Tcの値が大きい順に SEC5から SEC1 までの 5 成分に分離した．図-3

は時系列の q3と 1/SEC のグラフである．軸を反転させたことから，電気伝導度は q3が増加したときに減少す

ることが分かった．図-4は q3と 1/SEC の相関図である．軸を反転させたことから負の相関が得られた．図-5

は時系列の q3 と 1/SEC3 のグラフである．4-5 月にかけての大きな変動は捉えていることからが分かり，梅雨

の 6 月付近の変動は捉えていない．このことから季節によって SEC の変動要因が違うことが分かった．図-6

は q3と 1/SEC3の相関図である．軸を反転させたことから負の相関が得られ，決定係数も 0.458（相関係数では

0.677）程度である．このため，SEC3は q3のトレーサーとなる可能性が見出されたと言える． 

 同様の解析を他の 3 項目で行った結果，表面流の q1と Turb1には正の相関，基底流の q4と Twには正の相関

があることが分かった．以上より，東鴉川の水質を流域内の主要な降雨流出過程を基に説明できる可能性が示

された．今後は，q4のトレーサーとなる水質を探索する． 
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図-1 流量の成分分離結果 

 

図-2 1/SECの成分分離結果 

 

図-3 時系列の q3と 1/SECの変動 
 

図-4 q3と 1/SECの相関 

 

図-5時系列の q3と 1/SEC3 

 

図-6 q3と 1/SEC3の相関 
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